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地球から見える恒星を、宇宙からの視点と地上からの視点で同時に時間経過に

従い動かして行き、どのような位置関係に見えるか学習する教材です。 

また、昼間の時間帯では太陽の動きも見ることができます。 

Windows PC または iPad で使用可能です。 

 
１． 下記 URL にアクセスすると、メニュー画面が表示されます。 

 
http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Diurna-motion-of-starsV2/ 

ここをクリックして起動 
 

 

初期画面は、地球を中心に左側に恒星、右側に太陽があり観測者は真夜中に恒星を見る位置

関係になっています。（地球は北極点を真上から見た状態です） 

また、画面の左上の小窓には観測者の地上からの視点が表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球 

地上からの視点 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Diurna-motion-of-starsV2/
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１． 画面右上にある「後」ボタンを押すと、真夜中から１時間後の状態になります。 

地球が１時間分自転(１５度の角度)して観測者が移動します。同時に地上から見える恒星の

位置も移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 「後」ボタンを１回押す毎に１時間進んで行き、最大１２時間後まで進めることができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「後」ボタン 

地球が１時間分自転し

て観測者が移動します 

恒星の位置も移動します 

最大１２時間後 

(180 度)まで進めます 

恒星は地平線の

真裏の位置へ 
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３． 「前」ボタンを押すと、自転が逆転して１時間前の状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「前」ボタンを１回押す毎に１時間ずつ戻って行き、最大１２時間前まで戻すことができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「前」ボタン 

地球が１時間分逆転し

て観測者が移動します 

恒星の位置も逆に移動します 

最大１２時間前 

(180度)まで戻せます。 

恒星は地平線か

ら真裏の位置へ 
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５． 「真夜中」ボタンを押すと、表示がリセットされて真夜中の位置に戻ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットでこの教材にアクセスする場合は 

カメラで下記ＱＲコードを読み込ませてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真夜中ボタンで表示が

リセットされます。 


